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清光林業　推定樹齢 250年のスギ
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平
成
27
年
3
月
17
日
、
奈
良
県
で
江

戸
時
代
か
ら
林
業
を
営
む
清
光
林
業
㈱

が
敷
設
し
た
作
業
路
の
見
学
会
が
、
平

成
26
年
度
森
林
・
林
業
人
材
育
成
加
速

化
事
業
（
事
業
主
体
：
一
般
社
団
法
人

大
阪
府
木
材
連
合
会
）
で
実
施
さ
れ
、

大
阪
府
指
導
林
家
で
あ
る
奥
野
壽
一
氏

を
は
じ
め
、
当
組
合
の
職
員
を
含
め
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

清
光
林
業
の
岡
橋
会
長
の
案
内
で
、

同
社
が
開
設
し
た
奈
良
県
川
上
村
の
作

業
路
を
見
学
。
岡
橋
会
長
は
大
阪
の
千

早
赤
阪
村
で
林
業
を
営
む
大
橋
慶
三
郎

氏
を
師
と
仰
ぎ
、
大
橋
式
を
基
本
と
し

た
作
業
路
開
設
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

岡
橋
氏
が
開
設
し
た
作
業
路
は
２
t

ダ
ン
プ
の
通
行
を
想
定
し
、
幅
員
2
・

５
m
を
確
保
。
２
t
ダ
ン
プ
の
通
行
に

必
要
な
路
肩
の
強
度
を
保
持
す
る
た
め

に
、
丸
太
組
み
に
よ
る
地
盤
補
強
と
入

森
林
経
営
計
画
制
度
が
始
ま
っ
て
以

来
、
高
槻
市
域
で
は
毎
年
度

1
0
0
0
㎥
以
上
の
間
伐
材
が
生
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
生
産
さ
れ
る
間
伐
材

量
に
需
要
が
追
い
付
か
ず
、
特
に
木
材

の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考

え
ら
れ
る
、
公
共
施
設
で
の
利
用
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
9
月

に
高
槻
市
木
材
利
用
基
本
方
針
が
策
定

念
な
砕
石
転
圧
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
使
用
す
る
丸
太
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
腐
朽
を
予
想
し
、
大
径
で
は
な

く
小
径
木
を
使
う
こ
と
で
腐
朽
後
の
路

盤
の
落
ち
込
み
を
防
ぐ
な
ど
、
長
年
の

経
験
と
工
夫
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
尾
根
筋
を
掘
削
し
た
際
に
発
生

し
た
砕
石
を
路
盤
材
に
使
用
す
る
な
ど
、

現
場
発
生
材
の
リ
ユ
ー
ス
も
進
め
、
無

駄
な
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
努
力
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
作
業
路
を
開
設
す
る
山
の

状
態
に
よ
り
、
計
画
ル
ー
ト
の
微
修
正

を
行
え
る
よ
う
小
型
の
バ
ッ
ク
ホ
ゥ
で

先
道
を
切
り
開
い
て
い
く
手
法
や
、
山

側
の
切
土
高
は
1
・
4‌

m
に
抑
え
る
な

ど
崩
壊
を
防
ぎ
、
永
年
使
用
が
可
能
な

作
業
路
の
開
設
に
努
め
て
お
ら
れ
る
姿

勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

さ
れ
、
木
材
利
用
の
気
運
も
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
気
運
の
中
で
、
昨
年
度

高
槻
市
内
で
採
用
さ
れ
た
2
件
の
間
伐

材
利
用
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

J
R
西
日
本
管
轄
内
の
数
多
の
駅

の
中
で
9
番
目
に
乗
車
数
の
多
い
高
槻

駅
。
駅
南
側
に
あ
る
松
坂
屋
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
す
る
大
型
陸

橋
広
場
に
高
槻
市
産
材
を
使
用
し
た
ベ

ン
チ
が
2
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

座
面
に
ア
ー
ル
を
付
け
、
座
り
心
地

を
向
上
さ
せ
た
木
製
ベ
ン
チ
は
、
そ
の

形
状
や
素
材
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構

造
物
が
多
い
街
中
で
も
注
目
度
は
抜
群

で
す
。

設
置
場
所
に
は
、
屋
根
が
か
か
っ
て

い
る
も
の
の
、
屋
外
で
の
設
置
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
無
色
の
防
腐
剤
を
加
圧

注
入
し
た
材
を
使
用
し
、
耐
久
性
も
折

り
紙
つ
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
へ
の
設
置
は
、
木

製
品
の
可
能
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
展
開
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

一
方
、
民
間
で
は
高
槻
市
日
吉
台
に
、

一
方
で
開
設
費
用
に
つ
い
て
は

１
０
、０
０
０
円
／
m
以
上
と
も
い
わ

れ
、
一
見
、
高
額
に
思
え
ま
す
が
、
長

期
間
の
使
用
に
耐
え
、
補
修
の
必
要
も

少
な
い
こ
と
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
で
考
え

れ
ば
安
く
つ
く
と
も
い
え
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
現
在
、
奈
良
県
で
は
平
成
23
年

9
月
に
発
生
し
た
大
規
模
土
砂
災
害
以

来
、
作
業
路
の
認
定
化
が
進
め
ら
れ
、

認
定
さ
れ
た
作
業
路
に
は
一
定
の
補
助

金
が
出
る
と
の
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
条
件
や
環
境
の
整
備
が

整
え
ば
、
府
内
で
も
モ
デ
ル
的
に
開
設

に
取
り
組
み
、
安
全
か
つ
効
率
的
な
搬

出
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
実
施
す
る
補
助

事
業
に
よ
る
作
業
路
開
設
に
お
い
て
も
、

岡
橋
氏
の
考
え
の
一
端
で
も
盛
り
込
み
、

少
し
で
も
強
い
道
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
性
を
痛
感
し
た
1
日
で
し
た
。

今
春
竣
工
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
「
あ

す
な
ろ
」
で
、
床
や
壁
に
高
槻
産
を
含

む
府
内
産
間
伐
材
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
で

は
、
設
計
段
階
か
ら
、
ぬ
く
も
り
や
癒

し
効
果
を
期
待
し
て
木
材
の
利
用
を
検

討
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

ち
ょ
う
ど
地
元
高
槻
で
も
間
伐
材
が

生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
知
り
に
な

り
、
森
林
組
合
に
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

実
際
に
間
伐
現
場
も
ご
案
内
し
、
森

林
と
木
材
生
産
の
現
状
も
ご
理
解
い
た

だ
き
、
施
設
の
屋
内
の
か
な
り
の
部
分

に
木
材
を
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
建
物
は
ヒ
ノ
キ
の
香

り
が
漂
い
、
そ
の
仕
上
が
り
や
効
果
に

は
ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
こ
の
よ
う
な

福
祉
施
設
は
各
地
で
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
木
に
愛
着
の

強
い
高
齢
世
代
が
、
落
ち
着
い
て
生
活

す
る
空
間
を
提
供
す
る
素
材
と
し
て
、

木
材
の
ニ
ー
ズ
は
一
層
高
ま
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
高
槻
市
産
材
の
認
知
度
が
上
が

る
こ
と
は
好
ま
し
く
、
こ
の
2
つ
の
事

例
を
礎
に
利
用
拡
大
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

清
光
林
業
の
作
業
路
見
学

～
壊
れ
に
く
い
岡
橋
清
元
氏
の
道
づ
く
り

間伐材の利用が
進んでいます !
～高槻市内の事例

清光林業の岡橋氏から説明を受ける

尾根筋をつづら折れで登る

高槻市内の間伐作業

JR 高槻駅南口に設置された木製ベンチ

ヒノキが香る福祉施設

清光林業の車に貼られて
いる道づくりの基本理念
傾斜 37° 切り高 140cm
巾員 250cm
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明
治
40
年

〜
森
林
組
合
誕
生

私
た
ち
の
森
林
組
合
の
誕
生
は
明
治

40
年
の
森
林
法
改
正
に
遡
り
ま
す
。

そ
の
森
林
法
は
明
治
30
年
に
制
定
さ

れ
た
歴
史
の
あ
る
法
律
で
す
。

明
治
29
年
に
各
地
で
大
水
害
が
発
生

し
た
の
で
、
治
水
・
治
山
の
必
要
か
ら
、

ま
ず
河
川
法
を
制
定
し
、
そ
の
翌
年
に

森
林
法
と
砂
防
法
を
制
定
し
た
の
で
す
。

明
治
30
年
の
森
林
法
制
定
時
に
、
林

業
組
合
も
条
文
に
加
え
る
か
ど
う
か
の

議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
時
の

議
論
で
は
森
林
法
は
営
林
の
監
督
を
厳

重
に
す
る
こ
と
が
趣
旨
な
の
で
、
林
業

の
自
由
な
立
場
と
は
な
じ
ま
な
い
と
、

林
業
組
合
の
条
文
は
割
愛
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
林
業
組
合
に
官
林
、
御
料
林
、

公
有
林
を
加
え
る
か
ど
う
か
の
調
整
が

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
、
割
愛
原
因
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
は
明
治
40
年
の
森
林
法
改

正
で
森
林
組
合
が
条
文
に
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
時
は
林
業
の
た
め
の
組
合
で
は

な
く
、
森
林
回
復
な
ど
の
協
同
施
業
、

運
搬
や
危
険
防
止
に
対
す
る
協
同
行
為

を
す
る
団
体
で
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
社
団
法
人
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
地
方
長
官
の
許
可
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
る
こ
と
、
主
務
大
臣
及
び
地

方
長
官
の
監
督
下
に
お
か
れ
る
こ
と
も

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

官
林
や
御
料
林
の
扱
い
は
明
確
に
定

め
て
い
ま
せ
ん
が
、
議
員
の
質
疑
の
中

で
「
官
林
や
御
料
林
は
大
面
積
な
の
で

協
同
作
業
に
馴
染
ま
な
い
」
と
の
政
府

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

森
林
組
合
は
社
団
法
人
と
規
定
さ
れ
、

今
日
の
森
林
組
合
の
有
り
よ
う
に
も
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
森
林
法
改
正
の
目
的
の
一
つ

は
、
森
林
法
を
林
業
に
寄
与
さ
せ
る
こ

と
で
も
あ
り
、
林
業
に
も
協
同
活
動
が

必
要
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代

の
終
盤
に
な
っ
て
、
明
治
政
府
は
鉱
工

業
だ
け
で
な
く
、
農
林
業
に
も
力
を
入

れ
始
め
た
よ
う
で
す
。

昭
和
14
年

〜
産
業
組
合
と
森
林
組
合

昭
和
14
年
に
戦
時
経
済
社
会
体
制
を

貫
徹
さ
せ
る
た
め
森
林
法
が
改
正
さ
れ
、

森
林
組
合
の
任
意
設
立
が
強
制
設
立
に

変
り
ま
し
た
。

乱
伐
抑
制
や
伐
採
跡
地
の
造
林
や
間

伐
の
徹
底
的
普
及
、
老
齢
過
熟
林
の
利

用
な
ど
、
現
在
の
林
政
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。森

林
組
合
は
治
山
治
水
と
森
林
増
殖

を
基
本
と
し
た
施
業
案
を
作
成
し
、
監

督
官
庁
の
認
可
を
得
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一
元
化
統
制
の
た
め
、
森
林
組
合
連

合
会
が
規
定
設
立
さ
れ
た
の
も
、
こ
の

改
正
か
ら
で
す
。

強
制
設
立
で
す
か
ら
、
山
村
に
お
い

て
は
産
業
組
合
と
の
関
係
が
微
妙
に
な

り
ま
し
た
。

改
正
審
議
過
程
で
の
政
府
答
弁
は

「
山
村
に
住
ん
で
い
る
人
が
生
業
の
た

め
に
協
同
す
る
組
織
が
産
業
組
合
で
、

森
林
所
有
者
が
森
林
の
た
め
に
協
同
作

業
す
る
の
が
森
林
組
合
」
と
し
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
山
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
、

村
内
で
炭
焼
き
を
す
る
人
々
が
協
同
作

業
す
る
場
合
は
産
業
組
合
、
林
道
を
敷

森
林
組
合
の
歴
史 

森
林
組
合
の
誕
生
か
ら
現
代
に
至
る
変
遷

　政府が進める行政改革の一環として林野庁が所管し
ていた森林国営保険業務を、平成27年4月1日より国
立研究開発法人森林総合研究所に移管し、「森林保
険」として新たなスタートを切りました。
　保険の内容に大きな変更点はなく、森林のセーフ
ティネットとしての役割は従来通りです。
　大阪府内においては当組合が取り扱い窓口となり、
保険契約業務を行っています。
　火災や気象害など、大切な財産である森林を守るた
めの森林保険にぜひご加入ください。

設
す
る
場
合
は
村
外
の
人
で
も
森
林
所

有
者
は
協
同
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
森

林
組
合
が
担
当
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
組
合
は
農
協
の
前
身
で
す
か
ら
、

現
在
で
も
栗
の
出
荷
を
農
協
が
担
っ
て

い
る
よ
う
に
、
特
用
林
産
の
分
野
で
さ

え
農
協
の
方
が
森
林
組
合
よ
り
関
係
が

深
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
代

〜
設
立
か
ら
受
け
継
が
れ
る
社
会
的
使
命

昭
和
26
年
に
森
林
法
は
改
正
さ
れ
、

森
林
組
合
は
森
林
所
有
者
の
協
同
組
織

と
し
、
加
入
脱
退
の
自
由
と
任
意
設
立

な
ど
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

昭
和
53
年
に
は
念
願
の
森
林
組
合
法

が
森
林
法
か
ら
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
62
年
、
平
成
9
年
、
平
成

17
年
と
森
林
組
合
法
は
改
正
さ
れ
、
事

業
目
的
に
工
作
物
の
建
設
、
材
木
の
加

工
販
売
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
で
も
森
林
組
合
は
林
業
の
協
同
組
織

で
は
な
く
、
森
林
所
有
者
の
協
同
組
織

で
す
。

森
林
組
合
は
森
林
組
合
法
で
営
利
を

目
的
と
し
て
、
事
業
を
し
て
は
な
ら
な

い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位

の
向
上
だ
け
で
な
く
、
森
林
の
保
続
培

養
及
び
森
林
の
生
産
力
の
増
進
も
森
林

組
合
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
使
命
で
す
。

つ
ま
り
明
治
40
年
に
規
定
さ
れ
た
知

事
の
指
導
監
督
な
ど
、
社
団
法
人
と
し

て
の
実
態
や
精
神
が
ま
だ
引
き
継
が
れ

て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
私
た
ち
役
職
員
は
社
会
的

使
命
を
常
に
自
覚
し
、
高
い
志
と
技
術

で
、
組
合
員
の
方
々
の
ご
要
望
に
お
応

え
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の
安
全
管
理

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
明
治
30
年
、
40
年
及
び
昭
和
16
年

は
江
畑
奈
良
男
さ
ん
の
森
林
組
合
の
分

析
1
を
参
考
に
し
ま
し
た
）

　
平
成
27
年
3
月
1
日
の
日
曜
日
、
大

阪
市
中
央
公
会
堂
に
お
い
て
、
大
阪
府

が
主
催
す
る
「
あ
な
た
と
み
ん
な
の
み

ど
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
春
明
け

き
ら
ぬ
冷
雨
が
降
る
中
、
5
0
0
名

を
超
え
る
参
加
者
が
参
集
の
も
と
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
森
林
や
都
市

の
み
ど
り
が
持
つ
様
々
な
機
能
の
紹
介

と
と
も
に
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
み
ど
り

を
、
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
府
民
と
と
も
に
考
え
る
と
位
置
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
弦
楽
四
重
奏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
じ
ま
り
、
森
林
と
都
市
緑
化
に
関
連

す
る
話
題
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
か
た

ち
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
ゲ
ス
ト
と
し

て
招
か
れ
た
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
松
尾

依
里
佳
氏
は
、
森
林
の
中
で
演
奏
し
た

と
き
の
演
者
と
し
て
の
心
地
よ
さ
を
聴

衆
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
森
林
と
都
市
の
み
ど
り
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
」
た
め
に
有
意
義
な
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

「
あ
な
た
と
み
ん
な
の
み
ど
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森林国営保険が森林保険に変わりました
〜所管も林野庁から森林総合研究所に

■問合せ
大阪府森林組合本店　☎072-698-0950

スギの木が土石流を食い止める

シンポジウムのようす

森林保険は
8つの自然災害に対応
◦火災	 ◦凍害
◦水害	 ◦干害
◦風害	 ◦潮害
◦雪害	 ◦噴火災
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機
能
性
と
豊
か
さ
を
両
立
さ
せ
た 

自
然
素
材
あ
ふ
れ
る
住
ま
い

　

堺
市
南
区
の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

竣
工
し
た
Y
様
邸
。
大
阪
府
内
産
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
い
、
内
外
の
壁
に
は

土
（
左
官
壁
）
を
採
用
。
そ
の
他
に
も

竹
や
タ
モ
、
チ
ー
ク
、
コ
ル
ク
、
素
焼

き
タ
イ
ル
な
ど
、
自
然
素
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
優
し
い
住
ま
い
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。

公
園
に
隣
接
す
る
敷
地
の
特
徴
を
生

か
し
、
公
園
の
環
境
と
太
陽
光
を
取
り

込
む
プ
ラ
ン
を
採
用
。

そ
の
他
に
も
、
キ
ッ
チ
ン
を
中
心
と

し
た
24
畳
の
L
D
K
や
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

と
つ
な
が
る
広
々
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
廊

下
を
利
用
し
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
は
じ
め
、
機
能
的
な
家
事
動
線
を

盛
り
込
ん
だ
、
豊
か
な
住
ま
い
方
が
で

き
る
工
夫
を
随
所
に
施
し
て
い
ま
す
。

ご
好
評
の
森
林
体
験
ツ
ア
ー 

次
回
は
9
月
開
催
決
定

　

今
年
度
の
「
森
林
体
験
ツ
ア
ー
」

は
、
9
月
26
日
（
土
）
の
開
催
が
決
定

致
し
ま
し
た
。

当
ツ
ア
ー
は
、
森
林
と
街
と
を
つ
な

ぐ
取
り
組
み
「
モ
リ
マ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
地
域
の
森
林
で
の
伐
採

見
学
を
は
じ
め
、
木
材
共
販
所
や
ウ
ッ

ド
ベ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の
、
さ
ら
に
堺

市
南
区
Y
様
邸
を
巡
る
見
学
ツ
ア
ー
で
、

森
林
・
木
材
に
対
す
る
興
味
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
木
材
需
要
の
喚
起
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
事
業

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。0

1
2
0
︲
6
3
0
︲
8
5
4

建
築
事
業
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sinrin.org

建
築
事
業
部
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.facebook.com

/sinrin.
org

地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま
す

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ラ
・

フ
ォ
レ
ス
タ
」
で
は
木
工
作
家
、
小
山

亨
、
林
靖
介
に
よ
る
工
房
家
具
な
ど
の

展
示
販
売
を
は
じ
め
、
ク
ラ
フ
ト
作
家

の
作
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
方
、「
木
根
館
」
で
は
、
木
の
文

化
の
再
生
と
地
産
地
消
に
つ
な
が
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
テ
ー
マ
と
し

て
普
及・啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
人
気
の
高
い
、
イ

ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

く
み
あ
い
通
信
持
参
で 

コ
ー
ヒ
ー
１
杯
無
料
サ
ー
ビ
ス

「
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
」
で
は
、
９
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
く
み
あ
い
通

信
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
組
合
員
様

に
、
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
に 

最
適
な
特
別
企
画

夏
休
み
特
別
企
画
「
シ
ー
サ
ー
を
つ

く
ろ
う
」
で
粘
土
細
工
に
挑
戦
し
ま
せ

ん
か
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
作
品
と
し

て
も
最
適
で
す
。

お
子
様
、
お
孫
様
と
ご
一
緒
に
、
夏

休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

木と土でできた
当組合オリジナルの家

◇ワークショップ
施設名 イベント名 内容 開催日 定員 備考

フォレスタ 木彫体験
｢窓辺の野鳥を彫る｣

フォレスタの窓辺に訪れる好奇心旺盛なシジュウカラを
木彫りしてお部屋のインテリアに 6月28日 予定

木根館 木工教室
〜ままごとキッチンづくり〜 大好評のままごとキッチンのキットを作ります 6月28日 12名 予定

フォレスタ 工房南陶芸教室
｢シーサーをつくろう｣

陶芸が初めての方でも参加ＯＫ。
あなただけのシーサー1対をつくります 8月23日 予定

木根館 木工教室
〜ハウス型プランターづくり〜

ロープで吊るすタイプの木製プランター。キットになって
いるので初心者の方もお気軽にご参加ください（W270×
D300×H600）

9月27日 36名 予定

※上記のほかにも「La foresta 木工教室」、「水彩画教室」、「木彫り塾」を開講中です。詳しくはラ・フォレスタまでお問い合わせください。

◇企画展
施設名 イベント名 内容 開催日 定員 備考

フォレスタ 有方文年作陶展 前衛的な陶芸の世界が広がります。 6月3日〜7月27日
の金・土・日・祝 －

フォレスタ 木の小物展 小山亨、林靖介による木工品展 8月7日〜9月27日
の金・土・日・祝 －

◇イベント
施設名 イベント名 内容 開催日 定員 備考

フォレスタ 森のマルシェ こだわりの天然酵母パンや手作りお菓子、地場産の野菜な
どが並ぶ春から秋恒例のマルシェ 毎月第4日曜日 －

組合員様限定 
お客様ご紹介制度
　当組合建築事業部では、組合員様限定
のご紹介制度を設けております。
　組合員様のご家族やご友人、ご近所様
をご紹介いただき、当組合にて新築・リ
フォームをご成約いただきましたら、下
表のご紹介料をプレゼント。
　お近くに新築・リフォームをお考えの
お客様がいらっしゃいましたら、ぜひお
声かけ下さいませ。
　また、森林ツアー等のイベント参加の
ご紹介につきましても、組合員様宛に粗
品を進呈させて頂きますので、ご家族や
ご友人、ご近所様へ幅広くお知らせいた
だきますようお願い致します。

木根館・ラ・フォレスタ
イベントのお知らせ

ご成約の
契約金額(税抜) ご紹介料

100万円以上 工事金額(税抜)の1％

100万円未満 工事金額(税抜)の2％
※最大1万円まで

家事動線を再優先にプランニングしたダイニングキッチン

シーサーをつくろう

廊下を利用したライブラリースペース

大開口から、公園の豊かな環境と太陽の光を目一杯取り込む

大阪府森林組合 建築事業部

おすすめ

●ラ・フォレスタ 0721-72-0090
　ホームページ http://www.sinrin.org/foresta/sinrinforesta

●木根館 0721-64-8151
　ホームページ http://www.sinrin.org/kinkonkan
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昨
今
、
補
助
事
業
に
よ
る
搬
出
間
伐

が
増
加
し
、
木
材
の
売
上
に
よ
る
利
益

を
所
有
者
様
に
返
還
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

木
材
の
売
り
上
げ
に
よ
る
所
得
が

「
山
林
所
得
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
場

合
、
他
の
収
入
と
合
算
せ
ず
、
異
な
っ

た
計
算
方
法
「
五
分
五
乗
方
式
」
に
よ

り
税
額
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
立
木
を
育
て
る
た
め
に
は
長

い
年
月
が
か
か
り
、
そ
の
過
程
で
は
保

育
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

時
的
な
収
入
で
は
な
く
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
得
た
収
入
で
あ
る
と
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
「
山
林
所
得
」
だ
け
が
特

別
な
の
で
は
な
く
、
所
得
の
種
類
や
性

質
（
現
在
は
10
種
類
）
に
よ
り
税
額
の

算
出
は
異
な
り
ま
す
。

こ
の
特
別
な
税
額
の
計
算
方
法
を
適

用
す
る
た
め
に
は
、
5
年
を
超
え
て
森

林
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

さ
ら
に
一
定
期
間
所
有
し
て
い
る
山

林
（
立
木
）
の
伐
採
又
は
譲
渡
に
よ
る

所
得
に
対
し
て
は
、「
概
算
経
費
控
除
」

や
「
森
林
計
画
特
別
控
除
」
の
よ
う
な

特
例
が
あ
り
ま
す
。

 

な
お
税
に
関
す
る
相
談
は
、
近
く

の
税
務
署
も
し
く
は
税
務
相
談
室
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

山
林
の
伐
採・譲
渡
に
係
る
特
例
に
つ
い
て

〜
山
林
所
得
の
概
算
経
費
控
除
、森
林
計
画
特
別
控
除
、分
離
5
分
5
乗
課
税
方
式
〜

前
回
の
く
み
あ
い
通
信
で
も
掲
載
し

ま
し
た
、
府
内
産
間
伐
材
を
原
料
と
し

た
集
成
材
で
す
が
、
泉
州
支
店
を
中
心

に
P
R
活
動
を
進
め
た
結
果
、
和
泉

市
内
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
観
光
案
内

所
の
備
品
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
搬
出
経
費
を
賄
う
こ
と
が

困
難
と
さ
れ
る
、
小
径
材
や
低
級
材
の

活
用
と
と
も
に
、
針
葉
樹
の
無
垢
材
で

は
製
作
が
厳
し
い
と
さ
れ
る
、
家
具
類

へ
の
使
用
に
耐
え
う
る
木
材
需
要
に
応

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
取
り
扱
い

を
開
始
し
ま
し
た
。

加
工
は
和
歌
山
県
田
辺
市
の
中
辺
路

集
成
材
加
工
場
に
依
頼
。

す
で
に
府
内
産
間
伐
材
を
原
料
と
し

た
集
成
材
１
ロ
ッ
ト
は
完
成
し
、
供
給

体
制
を
整
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
和
泉
市

役
所
よ
り
今
回
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

す
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

府
内
産
集
成
材
は
、
内
部
の
２
種
類

の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
使
用
。

無
垢
材
と
は
異
な
る
質
感
で
木
材
の

新
た
な
魅
力
を
、
来
所
者
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
過
去
に
無
か
っ
た
府

内
産
集
成
材
と
い
う
地
元
の
温
も
り
が

伝
わ
る
製
品
を
、
大
阪
府
内
の
行
政
・

民
間
を
問
わ
ず
、
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
販
路
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
お
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
「
い
ず
み
の
国

観
光
お
も
て
な
し
処
」
に
も
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場
所
：
和
泉
市
府
中
町
一
丁
目

1
9‌

-９
（
J
R
和
泉
府
中
駅
前
）

　現在、搬出を伴う間伐作業が、造林補助事業の中核に置
かれており、施工前の事業をプランニングするプランナー
の重要度が高まっています。
　それを補完するため、プランナーの能力や実績を客観的
に評価し、提案型集約化施業の一定の質を確保できるよう、
森林施業プランナーを認定する仕組みが設けられました。
　認定は平成24年1月に設立された森林施業プランナー協
会が行い、筆記試験の他、面接による口頭試問が行われます。
　本年、当組合より4名の職員が認定試験にチャレンジし、
全員が合格。晴れて認定プランナーに登録されました。
　今後の活躍をご期待ください。

和泉市観光案内所

「いずみの国観光
おもてなし処」が
移転オープン

豊能支店　山田一成君

府内産ヒノキ集成材

ヒノキ集成材のカウンター
南河内支店　中村孝君

三島支店　武山一夫君

泉州支店　木下茂雄君

認定プランナーが誕生しました

①立木販売収入金額（丸太販売収入から伐採費などを控除した金額）の50％を立
木の育成や取得等の費用とみなし、その金額を必要経費とすることができます
（概算経費控除）。

②森林経営計画に基づいて伐採又は譲渡した場合には、立木販売販売収入金額
の20％などを収入金額から控除することができます（森林計画特別控除）。
※�立木販売収入が3,000万円（平成28年分からは2,000万円）を超える部分の控
除率は10％となります。

③山林所得の特別控除額（最高50万円）を収入金額から控除することができます。

　山林所得に対する税額は、他の所得と合算せず、累進課税率を緩和
させるため分離5分5乗課税方式により計算します。（住民税は除く）
　字のごとく収入を5で割って、その額から税額を算出して、その税額
を5乗する方法で昭和29年から導入されています。

●所得税の税率
課税所得の金額 税率 控除額

195万円以下の金額 	 5％
195万円を超え330万円以下の金額 	 10％ 	 97,500円
330万円を超え695万円以下の金額 	 20％ 	 427,500円
695万円を超え900万円以下の金額 	 23％ 	 636,000円
900万円を超え1800万円以下の金額 	 33％ 	 1,536,000円

丸太販売収入（伐採又は譲渡による収入）A

伐採費、運搬
費その他の
譲渡費用（B）

概算経費控除
（A-B）×50％

森林計画
特別控除

（A-B）×20％等
特別控除
（50万円） 山林

所得①
②

③

丸太販売収入（伐採又は譲渡による収入）A

伐採費、運搬
費その他の
譲渡費用（B）

概算経費控除
（A-B）×50％

森林計画
特別控除

（A-B）×20％等
特別控除
（50万円） 山林

所得①
②

③

※�概算経費控除方式は、伐採又は譲渡した年の15年前の年の12月31日以前から引き続き
所有していた山林に限り適用されます。

山林
所得

山林
所得 山林

所得
山林
所得

山林
所得

山林
所得

山林
所得

山林
所得

課税山林所得×１／５

×所得税の税率 ×５倍＝

■山林所得が500万円の場合の税額

 500万円×1／5×5％＝25万円
■5分5乗方式でなければ

 500万円×20％－42.75万円＝57.25万円

概算経費控除方式による場合 分離5分5乗課税方式の効果
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季
節
を
彩
る“
府
民
の
森
”

〜
森
林
組
合
が�

管
理
に
携
わ
る
自
然
あ
ふ
れ
る
空
間

「
府
民
の
森
」
は
府
政
1
0
0
年
記

念
事
業
と
し
て
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公

園
内
の
主
要
地
点
に
、
府
民
に
自
然
の

風
景
地
と
親
し
む
場
を
提
供
し
、
府
民

が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
公
園

で
す
。

当
初
は
生
駒
山
系
に
広
が
る
園
地
整

備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
北
河
内
、

南
河
内
地
区
で
も
開
設
さ
れ
、
現
在
は

9
箇
所
の
園
地
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
大
阪

府
み
ど
り
公
社
と
共
同
で
、
中
河
内
地

区
の
4
つ
の
園
地
の
運
営
を
中
心
に
、

「
ほ
り
ご
園
地
」
を
除
く
8
箇
所
の
園

地
管
理
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
園
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
来
園
者

に
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

組
合
で
は
主
に
樹
木
や
草
地
の
管
理

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
加
え
て
花
木

の
管
理
も
併
せ
て
行
い
、
来
園
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 今
回
は
、そ
の

中
で
も
中
河
内
地
区
の「
ぬ
か
た
園
地
」

の
ア
ジ
サ
イ
園
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
ぬ
か
た
園
地
」
は
東
大
阪
市
域
の
生

駒
山
中
腹
に
広
が
り
、
一
足
伸
ば
す
と

遊
園
地
で
有
名
な
生
駒
山
上
と
い
う
立

地
に
開
設
さ
れ
て
い
る
園
地
で
す
。

普
段
は
木
々
が
生
い
茂
り
、
野
鳥
の

鳴
き
声
が
こ
だ
ま
す
る
静
か
な
園
地
で

す
が
、
6
月
後
半
か
ら
7
月
前
半
、
約

30
種
２
5
、０
０
０
本
の
ア
ジ
サ
イ
が

色
と
り
ど
り
に
壮
大
に
咲
き
誇
り
、
来

園
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

開
花
期
間
中
は
近
隣
か
ら
は
も
と
よ

り
、
名
古
屋
方
面
よ
り
専
用
列
車
に
よ

り
ア
ジ
サ
イ
観
察
ツ
ア
ー
で
来
園
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
約

２
０
、０
０
０
人
が
訪
れ
る
府
内
随
一

規
模
の
ア
ジ
サ
イ
園
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
6
月
27
日
〜
7
月
12
日
ま
で

「
ア
ジ
サ
イ
祭
り
」
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん

で
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

組
合
で
は
草
刈
な
ど
の
園
地
管
理
と

と
も
に
、
ア
ジ
サ
イ
の
落
花
後
の
剪
定

作
業
を
実
施
。
知
識
と
技
能
を
兼
ね
備

え
た
技
術
者
の
手
に
よ
っ
て
、
翌
年
の

開
花
状
況
を
左
右
す
る
責
任
重
大
な
剪

定
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
隣
接
す
る
「
な
る
か
わ
園
地
」

で
は
、
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

後
半
か
ら
が
見
頃
の「
ツ
ツ
ジ
園
」も
組

合
が
植
生
管
理
し
て
お
り
、
樹
木
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
管
理
を
手

掛
け
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
た
く
さ

ん
の
方
々
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農作業や庭の手入れなど屋外の作業の機会が増えるこれからの季節。
快適な作業をお約束するプロが推奨する防虫線香の「パワー森林香」。
カ・ブヨ・アブなど、イヤな虫を寄せ付けません。
組合員様向けに特別価格にて販売いたします。
ぜひこの機会にお求めください。

パワー森林香（30巻入）

ご注文は最寄りの支店まで

専用携帯防虫器        900円（税別）

1,140円（税別）を27％OFF!!（通常価格）
1,572円

特別
価格

特別
価格

※この商品は熱量が高いため、携帯される場合は専用の防虫器をお求めください。
※使用上の注意をよく読んでご使用ください。

●中河内地区府民の森位置図これからのシーズン
屋外作業のお伴に森林香

ぬかた園地のアジサイ園（昨年撮影）

ぬかた園地のアジサイ園（昨年撮影）

組合によるアジサイ剪定作業なるかわ園地のツツジ園（今年撮影）

■
ぬ
か
た
園
地
へ
は

　
近
鉄
奈
良
線「
額
田
駅
」下
車
。

摂
河
泉
展
望
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
徒
歩
約
80
分
。

　
近
鉄
奈
良
線「
生
駒
駅
」よ
り

近
鉄
生
駒
ケ
ー
ブ
ル「
鳥
居
前

駅
」乗
車
、「
生
駒
山
上
駅
」下
車
。

徒
歩
約
20
分
。

　
近
鉄
奈
良
線「
石
切
駅
」下
車
。

辻
子
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

徒
歩
約
80
分
。

■
な
る
か
わ
園
地
へ
は

　
近
鉄
奈
良
線「
瓢
箪
山
駅
」下

車
。な
る
か
わ
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
徒
歩
約
60
分
。

　
ま
た
は
、客
坊
谷
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
徒
歩
約
40
分
。

　
生
駒
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
す
る

場
合
、生
駒
山
上
駅
で
下
車
し

て
ぬ
か
た
園
地
を
抜
け
、徒
歩

20
分
で「
森
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」

に
到
着
で
き
ま
す
。

（
お
車
の
場
合
）

　
国
道
1
7
0
号
線「
下
六
万

寺
東
」交
差
点
を
東
へ
進
む
と

「
ら
く
ら
く
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

（
画
面
中
央
の
マ
ー
ク
）」へ
到
着

し
ま
す
。ハ
ウ
ス
の
手
前
に
ら
く

ら
く
登
山
道
の
駐
車
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
利
用
下
さ
い
。

（
普
通
車
：
55
台
、障
害
者
用
：

15
台
）


